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　「私達の健康は私達の手で」を合言葉に、食を中心とした健康づ
くりを行っています。
　推進員は年５回の研修を毎年受講しています。ほんの一部の内容
ですが、特定健診やがん検診の必要性を学んだり、子どもや高齢者
の食生活のあり方について理解を深めたり、時には体組成計で自身
の身体を知り、ちょび塩健診では塩の摂り過ぎに驚いたり、難しい
栄養価計算も教えてもらいながらチャレンジしています。また、毎
回栄養士さんの考えた減塩献立で楽しい調理実習も行います。
　研修を踏まえて推進員は地域で復伝会や一口推進運動を行ってい
ます。コロナ禍で活動が制限される中でも、感染状況を見ながら各
地区で工夫をこらして実施しています。
　私は食推に出会って 10 年が経ちます。「学ぶ」ことで自身のス
キルアップと食生活の改善にも繋がっていきました。また、人の輪
が広がったことは嬉しく、２年ものコロナ禍を経験して人とふれあ
う、会話する大切さを改めて感じました。
　健康と食に興味のある方、ぜひ一緒に活動して仲間づくりをして
みませんか。

周防大島町食生活改善推進協議会  大島支部　星出 美智子
（問健康増進課 健康づくり班　☎ 73-5504）

【Ｐ６　ちょび塩クイズ答え：全て】
　他にも、たんぱく質が豊富な肉や魚、卵、体を温めるショ
ウガやニンニク等が免疫アップに効果的です。
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▲中央の「ＯＰＥＮ」の
部分を強く押して矢印の
方向へスライドさせます。

▼単２の電池（アルカリ電
池推奨）が４本必要です。

点滅

押すと一時的に音が止まります

令和３年度明るい選挙啓発作品

○ポスターの部
 　山口県選挙管理委員会委員長賞
　光田結菜さん（大島中学校３年）

表　彰 こんにちは！食推です


